
奈良産業大学

講義科目　授業アンケート結果

設問№

※レーダーチャートの平均は4段階評価　4（そう思う）、3(ややそう思う)、2(あまりそう思わない)、1(そう思わない)

本科目平均 全体平均

3.25

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～(12)

自身の
受講姿勢

Ⅰ.(1)～(3)

3.66 3.31

総合評価

Ⅲ.(13)
3.80 3.39

3.20

Ⅲ.(13) 3.39

自
身
の

受
講
姿
勢

講
義
内
容
・
方
法

総合
評価

Ⅱ.(9)

Ⅱ.(10)

Ⅱ.(11)

Ⅱ.(12)

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7)

Ⅱ.(8)

I.(1)

I.(2)

I.(3)

Ⅱ.(4)

2254

3.49

4.00 3.46

3.90

アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 ２０１２年度　後期科目平均 全体平均
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今回のアンケートは例年以上に高い評価をもらった。やはり受講生が
少ないことが大きく効いているのだと思う。上記の方法は多人数での授
業では応用できないと思われるので、その点については今回の好評価
を額面どおり受け止めることはできない。大教室の多人数対象の授業
の工夫はまた別の観点から考えたい。
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日本経済史(水2限とセット)

①授業計画の達成度について

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

②授業の進め方について

少人数での授業であったので、学生の興味関心を反映して相当シラバ
スを変更して講義した。その点が反映したアンケート結果であろうと思
う。本質的な目標は変えずに学生の理解度に応じて講義をすすめるこ
とができたので、結果として、高い学生の満足度（満点比95％）につな
がったのではないかと思う。Ｔお
日本経済史の到達目標は資格関連の授業のような絶対的な評価を伴
うものではなく、基本的な知識の教授を基礎として、それぞれの学生が
問題意識をどこまで深められるかということにかかわる。そういう意味
では学生に合わせた講義ができたことは非常によかったと思う。

設問6，7，8についてはほぼ満点のアンケート結果を得た。これは少人
数でちいさな教室での講義であったので当然ともいえる。学生との対話
を重視して授業を進めた結果、知識の深さはともかく、授業の進度につ
いては予定よりも滞ることが多かった。工夫の余地があると思われる
が、ある程度はバーターであると割り切らざるを得ないかもしれない。
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